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寒い日の多い 2 月、新型コロナは終息傾向にあり、インフルエンザは小流行で

すが、当施設のご利用者の皆さまは、元気に過ごされており、何より喜ばしいこ

とです。 
節分豆まきの季節になりました。感染症のために、いろんな制約があっても、

保育園の子どもたちとの年中行事も、両施設の職員が工夫をしながら、ご利用者

の皆さんに楽しいひと時を用意させていただきます。 
富士山がひと際、きれいな白い帽子を冠り、その美しい世界に私たちは、いつ

も脱帽です。 
 中庭に遊ぶ保育園ひよこハウスの子どもたちの、よちよち歩きや、元気に走り

回る子どものエネルギーいっぱいの姿が、ご利用者の皆さん・職員を元気づけて

くれます。是非、近くの窓からでも、彼らの「元気」をもらってください。 
 人々が、感染を気にして外に出られない状況では、映画、演劇、音楽などの楽

しみにも影響し、そこに関わる人々も大変です。人が月まで行く時代になっても、

ウイルスが時々、流行して、人間に「調子に乗るな」と教えてくれています。 
 私たちは、ご利用者の皆様の感染予防に心がけ、ご利用者ご家族の皆様のご理

解ご協力を得て、インフルエンザやコロナへの対応を、医師・看護師を中心に、

全職員で頑張って参ります。 
 またそれぞれの職種の特徴も生かして、ご利用者の皆様に充実した生活を送

っていただけるよう、工夫してまいります。 
 この寒さの中でも、ロウバイや紅白梅、フキノトウが、きれいな花を咲かせ、

いい香りを漂わせくれます。 
ご利用者・ご家族の皆様、今月もよろしくお願い申し上げます 
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